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Ⅰ よこはまポジティブエイジング計画 
 ～第９期横浜市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画・認知症施策推進計画 (2024年度-2026年度)～ 

この計画は、高齢者に関する各種の保健福祉事業や平成 12 年度から始まった介護保険制

度の円滑な実施に関する総合的な計画として、取り組むべき課題を明らかにし、目標などを

定めたものであり、「横浜市地域福祉保健計画」や「よこはま保健医療プラン」などの関連

計画と調和のとれたものとして策定しています。 

計画の策定にあたっては、横浜市介護保険運営協議会において検討を進めるとともに、各

種のアンケート調査や計画の素案を通じて市民の皆様からご意見をいただき、計画への反映

に努めました。 

第９期計画は令和６年度（2024 年度）から８年度（2026 年度）までの３年間を計画期間

とし、団塊の世代が 75歳以上となる 2025年及び団塊ジュニア世代が 65歳以上となる 2040

年を見据え、高齢者福祉施策を推進していくための計画として策定しました。 

 

１ 横浜型地域包括ケアシステムの推進 

横浜市では、目指す将来像を以下のとおりとしています。 

 

 

 

 

 

  高齢化の急速な進展に伴う医療や介護ニーズの大幅な増加など、さまざまな課題に対応する

ため、2025 年に向け、横浜型地域包括ケアシステムの構築を引き続き進めるとともに、2040

年に向け、支え合いの地域づくりや、医療・介護の専門職の連携強化を進めることにより、老

後の「不安」を「安心」に変え、全ての高齢者が自らの意思で自分らしい生活を継続していけ

る地域を目指します。 

 

《横浜型地域包括ケアシステムとは》 

横浜市域において、住まいを中心に、医療、介護、生活支援・介護予防が一体的に提供さ

れる、包括的な支援・サービスの提供体制のことで、「地域ケアプラザ」を中心に、日常生

活圏域ごとに進めていくものです。 

視点１ 「地域ケアプラザ」を中心に、日常生活圏域ごとに推進します 

視点２ 活発な市民活動や企業との協働を進めます 

視点３ 「介護予防・健康づくり」「社会参加」「生活支援」を一体的に推進し、 

健康寿命の延伸につなげます 

視点４ 医療と介護の連携など、多職種連携の強化を進めます 

視点５ 高齢者が「地域を支える担い手」として活躍できる環境整備を進めるとともに、 

医療や介護などの人材確保・育成に取り組みます 

 視点６ データに基づく施策立案を進めるほか、デジタル技術を有効に活用すること等 

により、介護現場における業務改善（生産性向上）に取り組みます 

 

地域で支え合いながら 

医療や介護が必要になっても安心して生活でき 

高齢者が自らの意思で自分らしく生きることができる 
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２ 計画の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画書・概要版は、横浜市ホームページから閲覧・ダウンロードできます。 

 

横浜市 ポジティブ 検索 

【基本目標】 
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